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■
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

８
月
24
日
（
金
）
14
時

　

一
人
20
分
程
度
の
時
間

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
組
織
部
へ

０
７
２（
８
８
２
）５
０
２
５

■
日
曜
健
診

・
み
い
診
療
所

０
７
２（
８
３
５
）０
６
０
０

・
み
ど
り
診
療
所

０
７
２（
８
８
２
）１
１
１
８

　

両
診
療
所
の
今
後
の
日
程

　

９
月
９
日　

10
月
21
日

　

11
月
18
日

■ 

夏
休
み
体
制

　

み
い
、み
ど
り
、さ
つ
き

診
療
所
・
法
人
本
部
・
組

織
部
は
、次
の
通
り
夏
休

み
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

８
月
16
日（
木
）
〜
18
日

（
土
）

■
み
い
の
郷
管
理
人
募
集

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
は

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
１
７

８
４
年
に
胆
石
か
ら
分
離
さ

れ
、
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
胆
汁
・
細

胞
膜
・
ホ
ル
モ
ン
の
構
成
成

分
で
、
体
に
と
っ
て
は
大
切

な
物
質
で
す
。
体
内
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
７
、
８
割
は

肝
臓
で
作
ら
れ
、
残
り
は
食

事
か
ら
の
摂
取
と
な
り
ま

す
。

　

人
間
に
は
多
様
性
が
あ

り
、
肝
臓
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
作
る
量
も
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
必
要
以
上
に
作
る
人
は
、

余
っ
た
分
が
血
管
の
壁
に
入

り
込
み
、
血
管
内
腔
が
徐
々

に
細
く
な
り
、
脳
梗
塞
・
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
中
年
女
性
に
多

い
胆
石
の
ほ
と
ん
ど
は
胆
汁

内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

肝
臓
で
作
ら
れ
、
血
管
に

運
ば
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
悪
玉
と
呼
び
ま
す
。
一

方
、
血
管
の
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
か
ら
回
収
し
て
肝
臓

へ
運
び
、
血
管
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
の
は
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば

れ
ま
す
。

善
と
悪
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
切

　

体
に
と
っ
て
善
に
も
悪
に

も
な
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
善
玉
と
悪
玉
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
切
で
す
。
悪
玉
の
値

が
善
玉
の
２
倍
ま
で
に
抑
え

る
の
が
望
ま
し
い
。

　

悪
玉
を
減
ら
す
に
は
、
ま

ず
食
事
療
法
を
行
い
、
バ
タ

ー
・
マ
ー
ガ
リ
ン
・
揚
げ
物

な
ど
脂
っ
こ
い
も
の
を
控
え

ま
す
。
卵
は
栄
養
分
が
非
常

に
豊
富
で
す
が
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
も
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
約
８
割
が
肝
臓
で
作

ら
れ
ま
す
の
で
、
食
事
療
法

の
効
果
は
限
定
的
で
す
。

　

食
事
療
法
で
改
善
で
き
な

い
場
合
、
ス
タ
チ
ン
と
い
う

薬
剤
を
内
服
し
、
肝
臓
で
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
合
成
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
悪
玉
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

悪
玉
を
ど
こ
ま
で
抑
え
た

ほ
う
が
い
い
か
、
ま
た
食
事

療
法
の
内
容
は
そ
の
人
の
健

康
状
態
に
よ
り
ま
す
。
ま
さ

に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る

の
で
、
か
か
り
つ
け
医
と
よ

く
相
談
し
て
決
め
ま
し
ょ

う
。

　
み
い
診
療
所　

所
長　

高
尾　

文
介

診
察
室
よ
も
や
ま
話 

⑦

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
お
話

「
悪
玉
」を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

健康・生活健康・生活
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法
律
相
談
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を

相
談
で
き
る
の
？

「
困
り
ご
と
」に
悩
ん
だ
ら
…

「
困
り
ご
と
」に
悩
ん
だ
ら
…

よ
り
安
全
・
安
心
の

医
療
介
護
福
祉
を
目
指
し
て

用
者
さ
ん
も
、
笑
顔
で
歌
っ
て

お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
そ
し
て
笹
に
つ
け
た
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
に
は
、「
み

ん
な
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う

に
」「
孫
が
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ

う
に
」
等
が
書
か
れ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
前
で
発
表
し
て
く
だ

さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
や
つ
は
か
き
氷
で
小
倉
金

時
が
一
番
人
気
で
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」「
普
段
で
き
な
い
こ

と
が
出
来
た
の
は
す
ご
く
よ
か

っ
た
」
と
励
み
と
な
る
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

小
規
模
さ
つ
き　

川
本　

哲
大

　

七
夕
に
ち
な
ん
だ
歌
（
き
ら

き
ら
星
、
た
な
ば
た
さ
ま
）
等

を
流
す
と
、
普
段
歌
わ
な
い
利

っ
た
場
合
に
は
、
要
因
を
明

確
に
し
て
絶
え
ず
改
善
さ
れ

て
い
る
か
？
な
ど
の
取
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
も
元
職
（
建
設
機
械
製

造
）
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
に
携

わ
り
顧
客
の
信
頼
を
得
る
厳

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た

経
験
も
あ
り
ま
す
が
、
モ
ノ

づ
く
り
と
違
っ
て
、
け
い
は

ん
医
療
生
協
は
人
の
命
を
預

か
る
組
織
で
す
。
よ
り
安
全

安
心
で
満
足
度
の
高
い
医
療

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
職
場
と
し
て
不
備
な
点
は

な
い
の
か
？
内
部
監
査
の
役

割
は
重
要
で
す
。

 
理
事　

田
中
耕
三

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機

構
）
は
、「
世
界
中
で
同
じ

品
質
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
国
際
的
に

通
用
す
る
基
準
・
規
格
を
定

め
た
も
の
で
す
。

　

け
い
は
ん
医
療
生
協
は
２

０
０
５
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
「
認

証
」
を
取
得
し
、
顧
客
（
サ

ー
ビ
ス
ご
利
用
者
・
ご
家

族
）
の
満
足
度
向
上
を
図
る

目
的
と
し
て
、
組
織
（
法

人
）
と
し
て
決
め
た
こ
と
、

や
る
べ
き
こ
と
が
き
ち
ん
と

行
わ
れ
て
い
る
か
？
そ
れ
が

効
果
的
に
運
用
さ
れ
維
持
さ

れ
て
い
る
か
？
不
適
合
が
あ

支部・班・組合員・事業所　みんなのとりくみ 七
夕
ま
つ
り

七
夕
ま
つ
り

向
け
住
宅
の
夜
勤
管
理
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
（
18

時
〜
翌
９
時
30
分
）。
仕

事
内
容
は
安
否
確
認
等
で

す
。
ヘ
ル
パ
ー
免
許
お
持

ち
の
方
、
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

０
７
２（
８
３
３
）５
６
３
１

篠
原
ま
で

■ 

８
月
の
ハ
イ
キ
ン
グ

は
お
休
み
で
す
。

■ 

初
任
者
研
修
課
程
が

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

け
い
は
ん
医
療
生
協
で

は
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
を
、
予
約
制
で
毎
月
開
催

し
て
い
ま
す
（
担
当
は
河
原

林
弁
護
士
）。
ど
な
た
で
も

相
談
が
可
能
で
す
が
、「
ど

ん
な
こ
と
な
ら
相
談
で
き
る

の
？
」
と
い
っ
た
疑
問
が
よ

く
だ
さ
れ
ま
す
。

　

誰
も
が
人
生
行
路
で
様
々

な
「
困
り
ご
と
」
に
直
面
し

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
適
切
に

解
決
す
る
た
め
に
は
、
医
療

・
福
祉
の
専
門
家
は
も
と
よ

り
、
法
律
、
税
金
、
金
融
な

ど
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の

適
切
な
助
言
が
必
要
で
す
。

医
療
生
協
は
、
そ
れ
ら
の
専

門
家
の
力
と
組
合
員
・
住
民

同
士
の
支
え
合
い
活
動
を
束

ね
て
い
き
、
地
域
の
暮
ら
し

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
を
予
約
さ
れ

た
場
合
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

そ
の
内
容
（『
一
言
で
言
え

ば
な
に
を
相
談
し
た
い
の

か
』、
問
題
の
時
間
的
経

過
、
関
係
す
る
人
々
の
リ
ス

ト
、
請
求
し
た
い
、
ま
た
は

請
求
さ
れ
て
い
る
正
確
な
金

額
等
々
）
を
事
前
に
ま
と
め

て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
相
談

が
で
き
ま
す
。

　

以
下
、
参
考
の
た
め
に
こ

の
間
の
相
談
の
あ
ら
ま
し
を

紹
介
し
ま
す
。

２
年
間
の
相
談
内
容

 

（
一
部
）

・ 

離
婚
し
た
い
、
ま
た
離
婚

後
の
養
育
費
の
件

・
遺
言
書
の
書
き
方

・
遺
産
分
割
協
議
書
の
効
用

・
相
続
に
関
わ
る
税
金

・ 

終
活
の
一
環
と
し
て
の
遺

言
・ 

認
知
症
の
方
に
対
す
る
成

年
後
見
制
度
の
活
用

・
共
有
財
産
の
相
続
と
登
記

・ 

労
働
災
害
と
思
わ
れ
る
事

故
へ
の
対
応

・ 

賃
貸
借
契
約
の
原
状
回
復

義
務

・
婚
外
子
の
認
知
の
件

・
交
通
事
故
で
の
過
失
割
合

・ 

保
証
人
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
債
権
者
か
ら
の
請
求

・
自
己
破
産
の
方
法

・ 

医
療
過
誤
と
疑
わ
れ
る
事

故
へ
の
対
応

・
遺
族
年
金
等
の
年
金
制
度

・ 

成
人
し
た
息
子
に
対
す
る

経
済
的
支
援
の
範
囲
等
家

事
（
離
婚
・
相
続
・
後

見
）・
借
金
、
不
動
産
、

交
通
事
故
等
民
事
・
刑
事

を
問
わ
ず
幅
広
く
対
応

　

問
合
せ
先
等　

下
の
「
伝

言
板
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

奈良から大阪へ（柏原市の河川敷）

ホームさつきの行
ぎょう

天
てん

さん

はすねの千
ち

田
だ

さん

みい事業所の職員が応援

あいさつする守口東支部の大櫛さん（左端）

も
翌
日
も
足
の

痛
み
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
人

生
に
体
力
的
に

自
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し

た
」。

　

ホ
ー
ム
さ
つ

き
の
行
天
さ

ん
、「
暑
い
中
私

よ
り
年
上
の
方

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連

で
採
択
さ
れ
て
か
ら
１
年
を

迎
え
、
ま
た
６
月
に
は
70
年

余
に
わ
た
り
分
断
と
対
立
に

あ
っ
た
北
朝
鮮
と
韓
国
、
米

国
と
の
間
に
首
脳
会
談
が
開

か
れ
ま
し
た
。
非
核
平
和
へ

の
道
は
確
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
開
か
れ
る

今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
の
意
義
は
、〝
人
類
の
叡

智
で
核
兵
器
は
廃
絶
で
き

る
〞
こ
と
を
各
国
の
参
加
者

と
深
く
共
有
す
る
こ
と
で

す
。平

和
へ
の
お
も
い
繋
げ

府
下
通
し
行
進
へ
12
人

　

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、

平
和
大
行
進
も
６
月
30
日
か

　

今
年
も
暑
い
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
73
年
前
、
広
島
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
原
爆
の
熱
線
に
身
を
焼

か
れ
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
方
た
ち
を
思
う
と
、
核
兵
器
と
人

類
は
共
存
で
き
な
い
、
と
改
め
て
強
く
思
い
ま
す
。

療
生
協
か
ら
は
組
合
員
の
小

玉
さ
ん
が
８
日
間
を
、
１
日

交
代
で
組
合
員
２
人
（
堀
さ

ん
、
岩
本
さ
ん
）
と
職
員
９

人
が
歩
き
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
、
小
規
模
は
す

ね
の
千
田
さ
ん
「
雨
に
も
負

け
ず
、
安
倍
（
風
）
に
も
負

け
ず
に
声
を
上
げ
て
行
進
に

参
加
。
平
和
憲
法
で
あ
る
９

条
を
守
る
と
い
う
強
い
意
気

込
み
と
、
安
倍
政
権
の
強
引

な
政
策
に
負
け
な
い
と
い
う

意
思
を
感
じ
ま
し
た
」。

　

と
も
ろ
ぎ
支
部
の
岩
本
さ

が
た
く
さ
ん
参
加
さ
れ
、
核

兵
器
廃
絶
へ
の
熱
意
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　

７
月
５
日
の
守
口
市
役
所

前
で
は
守
口
東
支
部
の
大
櫛

さ
ん
が
け
い
は
ん
医
療
生
協

を
代
表
し
て
挨
拶
。
寝
屋
川

事
業
部
の
近
く
で
は
職
員
が

う
ち
わ
を
振
っ
て
声
援
を
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

踏
ん
張
り
世
代
４
人
参
加

い
ざ
世
界
大
会
・
広
島
へ

　

８
月
４
日
か
ら
８
月
６
日

ま
で
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
・
広
島
に
は
４
人
を
送
り

出
し
ま
す
。
富
樫
優
子
さ
ん

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き
ん

だ
）、
上
別
府
学
さ
ん
（
ホ

ー
ム
さ
つ
き
）、
大
丸
孝
さ

ん
（
み
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
）、

西
野
理
さ
ん
（
門
真
西
支

部
）
で
す
。
32
歳
か
ら
49
歳

ま
で
の
現
役
、
踏
ん
張
り
世

代
で
す
。
ど
ん
な
学
び
や
感

動
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ
る
の

か
‼
楽
し
み
で
す
。

　

憲
法
・
平
和
委
員
会

　
　
　

事
務
局　

矢
野
琴
江

　

７
月
23
日
（
月
）
18

時
か
ら
本
部
３
階
多
目

的
室
に
お
い
て
、
世
界

大
会
結
団
式
兼
学
習
会

を
開
催
。

　

講
師
を
瀧
本
邦
慶
氏

（『
96
歳　

元
海
軍
兵

の
遺
言
』
著
者
）
に
お

願
い
し
、
気
迫
に
満
ち

た
戦
争
反
対
の
意
志
を

参
加
者
は
受
け
継
ぎ
ま

し
た
。

世界の人びとの知恵で世界の人びとの知恵で

核兵器はなくせる核兵器はなくせる
73
年
目
の
原
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孫が幸せになりますように

ISO内部監査審査員研修
理事も参加 ６月28日

組合員各位
　第36回通常総代会は、６月16日、皆様のご参加、ご協力を
もって成功裡に終了いたしましたこと心からお礼申し上げま
す。
　さて、通常総代会において議決いただいた下記議案「第３
号議案　定款変更の件　②総代定数変更に伴う、けいはん医
療生活協同組合諸規約（総代選挙規約）」について大阪府か
らの指導がありましたのでその結果についてご通知いたしま
す。詳細はホームページをご覧ください。
指導結果
　① 通常総代会において、第３号議案「総代定数変更に伴

う、けいはん医療生活協同組合諸規約（総代選挙規約）
の変更の件」を当日配布したことにより、大阪府より議
決が無効の指導になりました。

　② 2019年度通常総代会に再度議案提案となります。
理由
　通常総代会議案は通常総代会日10日前に配布することが生
協法に定められていますが、この総代定数変更の件に伴う
「けいはん医療生活協同組合諸規約（総代会選挙規約）」変
更の配布が当日になっていたため、大阪府より議決の無効の
指導を受けました。
　尚、日常業務運用については、定款変更は認められている
ため問題ないことを確認しております。
　以上報告の上、不手際のあったことをお詫びいたします。

2018年７月21日
けいはん医療生活協同組合

理事長　戸田　伸夫
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